
③
横
浜
の
観
光
振
興
・
三
つ
の

１
―
ニ
位
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
脱
け
出
し
を

２
―
「
地
域
観
光
地
」
の
ど
こ
が
悪
い

３
―
頑
張
り
ど
こ
ろ
の
観
光
施
設

４
―
「
観
光
ハ
ブ
シ
テ
ィ
」
へ
の
挑
戦

５
―
「
ビ
ッ
グ
イ
ヤ
ー
」
に
し
よ
う
、
二
〇
〇
二
年

（
注
）
観
光
客
数
の
内
訳

・
観
光
施
設
入
場
者

　
　
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
、
展
望
施
設
、
歴
史

　
　
的
建
造
物
、
博
物
館
、
美
術
館
、
動
物
園
等

　
※
公
園
、
商
店
街
、
商
業
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

　
　
会
議
・
展
示
施
設
、
音
楽
ホ
ー
ル
等
は
除
く
。

・
観
光
交
通
機
関
乗
客

　
　
定
時
運
行
の
観
光
バ
ス
、
港
内
・
湾
内
周
遊
船

・
観
光
イ
ベ
ン
ト
観
客

・
宿
泊
客

表－1　横浜の観光客数の推移
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１
一
二
位
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
脱
け
出
し
を

　
観
光
客
の
実
数
の
把
握
は
ま
ず
不
可
能
で
、
通
常

は
私
た
ち
が
「
入
込
客
数
」
と
し
て
把
握
し
て
い
る

数
値
を
も
っ
て
、
「
観
光
客
数
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
入
込
客
数
は
、
観
光
施
設
の
入
場
者
数
、
観
光
交

通
機
関
の
乗
客
数
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
観
客
数
、
そ

れ
に
ホ
テ
ル
や
旅
館
の
宿
泊
者
数
を
合
計
し
た
も
の

で
（
注
）
、
横
浜
の
入
込
客
数
＝
観
光
客
数
の
推
移
を

見
る
と
（
表
―
１
）
、
過
去
最
高
で
あ
っ
た
の
は
一
九

八
九
年
の
四
〇
、
一
九
五
千
人
で
、
こ
の
年
は
三
月

か
ら
九
月
ま
で
半
年
間
に
わ
た
っ
て
横
浜
博
覧
会
が

開
催
さ
れ
た
の
が
、
観
光
誘
客
の
大
き
な
要
因
と
な

っ
た
。
そ
れ
以
前
の
最
高
が
、
前
年
の
二
二
、
〇
六

二
千
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
倍
に
近
い
増
加
ぶ
り
で
あ

る
。
横
浜
博
覧
会
後
は
、
さ
す
が
に
減
少
を
み
た
も

の
の
、
そ
れ
以
前
の
水
準
に
ま
で
は
落
ち
込
ん
で
い

な
い
。
特
に
一
九
九
三
年
以
降
は
三
〇
、
〇
〇
〇
千

人
に
近
い
観
光
客
を
迎
え
、
昨
一
九
九
九
年
に
は
三

四
、
一
七
五
千
人
に
達
し
て
、
過
去
第
二
位
の
観
光

客
数
を
記
録
し
た
。

　
こ
の
数
値
を
全
国
比
較
で
見
る
と
、
一
九
九
八
年

で
、
ト
ッ
プ
は
東
京
都
（
二
七
六
、
八
三
〇
千
人
）
、

次
が
大
阪
市
（
九
五
、
八
八
〇
千
人
）
、
京
都
市
（
三

八
、
九
七
〇
千
人
）
で
、
横
浜
市
は
こ
れ
ら
に
続
き
、

以
下
神
戸
市
（
二
五
、
二
八
〇
千
人
）
、
名
古
屋
市
（
一

八
、
五
〇
〇
千
人
）
の
順
と
な
っ
て
い
て
、
京
都
、

横
浜
、
神
戸
で
二
位
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
一
九
九
九
年
に
は
、
京
都
と
の
差

を
ぐ
っ
と
縮
め
た
と
思
う
が
、
今
後
こ
こ
か
ら
ど
う

抜
け
出
し
て
い
く
か
。
バ
タ
く
さ
く
て
横
浜
と
似
て

い
る
神
戸
、
日
本
情
緒
あ
ふ
れ
て
全
く
異
な
る
京
都

で
あ
る
と
、
観
光
振
興
に
向
け
た
戦
略
の
長
所
や
短

所
が
相
互
に
見
え
や
す
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
こ

れ
ら
都
市
の
戦
略
の
組
み
立
て
方
や
考
え
方
に
ま
で

踏
み
込
ん
で
研
究
し
て
い
く
こ
と
が
、
意
味
を
持
っ

て
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

２
一
　
「
地
域
観
光
地
」
の
ど
こ
が
悪
い

　
横
浜
の
国
内
観
光
客
は
、
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
運
輸
省
に
よ
る
都
道
府
県
単
位
の
調
査

に
よ
る
と
（
次
頁
図
―
１
）
、
神
奈
川
県
の
県
外
観

光
客
の
比
率
は
約
二
〇
％
で
、
全
国
的
に
は
奈
良
県

に
次
い
で
低
く
、
ト
ッ
プ
の
沖
縄
県
（
八
八
％
）
や
京

都
府
（
七
七
％
）
な
ど
と
は
大
き
な
開
き
が
あ
る
。

ま
た
、
一
九
九
五
年
に
、
経
済
局
が
季
節
ご
と
に
合

計
二
千
人
を
対
象
と
し
て
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し

た
結
果
に
よ
れ
ば
、
市
外
観
光
客
の
比
率
は
七
〇
％
、

県
外
観
光
客
は
五
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
運
輸
省
調

査
に
よ
れ
ば
、
県
外
観
光
客
比
率
の
全
国
平
均
値
が

四
五
％
程
で
あ
る
か
ら
、
横
浜
の
県
外
か
ら
の
観
光

特
集
・
2
1
世
紀
の
地
域
産
業
政
策
⑤
地
域
産
業
政
策
と
街
づ
く
り

客
誘
致
力
は
、
全
国
的
に
見
て
も
、
ま
た
県
下
他
市

町
村
と
比
較
し
て
み
て
も
、
高
い
と
言
え
よ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
九
五
年
の
聞
き
取
り
調
査

に
よ
れ
ば
、
県
外
で
も
多
い
の
は
、
東
京
都
か
ら
が

一
九
％
、
東
京
都
以
外
の
関
東
地
方
か
ら
が
一
七
％

で
、
神
奈
川
県
を
含
め
た
地
元
関
東
地
方
の
観
光
客

が
全
体
の
お
お
よ
そ
八
割
を
占
め
て
い
る
（
そ
の
他

で
も
、
近
い
中
部
甲
信
越
が
一
二
％
）
。
こ
れ
ら
の

デ
ー
タ
か
ら
、
横
浜
は
周
辺
か
ら
の
観
光
客
が
多
い

「
地
域
観
光
地
」
型
の
都
市
で
あ
る
姿
が
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。

　
こ
の
特
性
は
、
観
光
客
の
宿
泊
比
率
の
デ
ー
タ
で

も
裏
づ
け
ら
れ
る
。
運
輸
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
（
次

頁
図
－
２
）
、
神
奈
川
県
の
観
光
客
総
数
に
占
め
る

宿
泊
者
数
の
比
率
は
わ
ず
か
八
％
で
あ
り
、
本
市
の

入
込
客
数
調
査
で
も
、
そ
の
率
は
概
ね
Ｉ
〇
％
と
、

全
国
的
に
見
て
も
低
位
に
留
ま
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
て
、
横
浜
の
観
光
振

興
の
課
題
と
し
て
、
滞
在
の
長
時
間
化
、
宿
泊
客
の

増
加
が
各
方
面
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も

な
指
摘
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
弱
点
克
服
型
の
取

組
と
と
も
に
、
強
み
を
さ
ら
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
、

す
な
わ
ち
日
帰
り
で
き
る
周
辺
地
域
の
人
々
が
、
そ

の
便
利
き
で
横
浜
に
大
勢
観
光
に
訪
れ
て
く
れ
て
い

る
の
だ
と
し
た
ら
、
そ
の
手
軽
さ
を
売
り
物
に
、
一

″
Ｃ
ｈ
ａ
゛

～

C
h
a
n
c
e
,

C
h
a
l
l
e
n
g
e
　
＆
　
C
h
a
n
g
e



層
の
誘
致
を
図
っ
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
作
戦
の
ひ

と
つ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

３
一
頑
張
り
ど
こ
ろ
の
観
光
施
設

　
一
九
九
九
年
の
横
浜
の
観
光
客
三
四
、
一
七
五
千

人
の
内
訳
は
図
－
３
の
と
お
り
で
、
観
光
施
設
は
、

そ
の
入
場
者
の
観
光
客
総
数
に
占
め
る
割
合
が
七
四

％
に
も
達
し
て
い
て
、
ウ
ェ
イ
ト
が
非
常
に
高
い
。

　
こ
れ
は
、
こ
の
年
だ
け
で
は
な
い
一
貫
し
た
傾
向

で
あ
り
、
と
り
わ
け
新
規
オ
ー
プ
ン
（
中
で
も
、
大

型
施
設
の
そ
れ
）
は
、
観
光
客
数
を
左
右
す
る
大
き

な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
、
一
九
九
三
年
に
は
、
五
月
に
横
浜
八

景
島
が
、
ま
た
七
月
に
は
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
が

オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
こ
の
年
、
観
光
客
総
数
は
対
前

年
比
で
一
一
％
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
翌
一
九
九

四
年
に
は
、
三
月
に
ラ
ー
メ
ン
博
物
館
が
オ
ー
プ
ン

し
、
年
間
三
〇
、
〇
〇
〇
千
人
を
超
す
観
光
客
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
九
九
九
年
に
は
、
三
月
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
コ
ス
モ
ワ
ー
ル
ド
、
四
月
に
よ

こ
は
ま
動
物
園
（
ズ
上
フ
シ
ア
）
が
オ
ー
プ
ン
し
て
、

対
前
年
比
で
二
〇
％
増
を
記
録
し
た
の
で
あ
る
。

　
今
後
も
新
規
整
備
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
施

設
の
誘
客
力
は
当
分
の
間
は
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
い

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
施
設
で
あ
れ
、
開
業
当
初

の
新
鮮
さ
が
失
わ
れ
て
い
く
と
と
も
に
集
客
力
が
落

ち
て
い
く
の
が
常
な
の
で
、
既
存
施
設
の
魅
力
の
維

持
、
向
上
の
た
め
の
ソ
フ
ト
面
で
の
企
画
力
強
化
や
、

ハ
ー
ド
面
で
の
思
い
切
っ
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど

は
、
従
来
以
上
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
ち
な
み
に
、
一
九
九
九
年
は
、
統
計
把
握
の
対
象

と
し
た
観
光
施
設
が
六
十
七
施
設
で
あ
っ
た
が
、
う

ち
新
規
開
業
は
七
施
設
（
入
場
者
数
は
二
、
二
二
○

千
人
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
既
存
は
六
十
施
設
（
入
場

者
数
二
三
、
〇
八
〇
千
人
、
対
前
年
比
二
、
八
九
〇

千
人
増
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
る
再
オ
ー
プ
ン
施
設

を
含
む
）
で
あ
る
が
、
う
ち
四
十
一
の
施
設
で
は
入

場
者
数
を
減
少
さ
せ
て
い
る
の
で
、
既
存
施
設
の
活

性
化
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
認
識

し
、
早
期
に
本
腰
を
い
れ
た
取
組
を
開
始
し
た
方
が

良
い
で
あ
ろ
う
。

４
一
「
観
光
ハ
ブ
シ
テ
ィ
」
へ
の
挑
戦

　
観
光
客
が
、
今
な
に
を
求
め
て
い
る
の
か
。
「
全

国
旅
行
動
態
調
査
」
を
基
に
総
理
府
内
政
審
議
室
が

ま
と
め
た
、
一
九
八
一
年
以
降
五
年
ご
と
の
、
目
的

地
で
の
観
光
客
の
行
動
の
推
移
に
関
す
る
デ
ー
タ

(
「
一
九
九
九
年
版
・
観
光
白
書
」
所
収
／
図
―
４
)

に
よ
れ
ば
、
「
温
泉
な
ど
で
休
養
」
す
る
人
の
割
合

は
、
一
九
八
一
年
の
三
〇
％
程
度
か
ら
年
々
増
加
を

続
け
、
一
九
九
六
年
に
は
五
〇
％
を
超
え
て
、
最
も

多
い
行
動
パ
タ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
自

然
・
風
景
鑑
賞
」
は
、
こ
の
間
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
高

い
割
合
を
維
持
し
、
一
九
九
六
年
に
は
「
温
泉
な
ど

で
の
休
養
」
に
次
ぐ
行
動
パ
タ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
。

以
下
、
「
特
産
品
な
ど
の
買
物
・
飲
食
」
、
「
ド
ラ
イ

ブ
」
、
「
遊
園
地
・
レ
ジ
ャ
ｌ
ラ
ン
ド
」
が
続
く
が
、

こ
れ
ら
の
行
動
を
と
る
観
光
客
の
割
合
も
増
加
傾
向

に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
遺
跡
・
文
化
財
の
鑑

賞
」
、
「
社
寺
参
詣
」
は
一
〇
数
％
の
割
合
を
も
っ
て

い
る
が
、
近
年
は
や
や
減
少
気
味
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
観
光
客
の
動
向
か
ら
、
横
浜
の
観
光

の
ウ
ィ
ー
ク
・
ポ
イ
ン
ト
が
見
え
て
こ
な
い
だ
ろ
う

か
。
す
な
わ
ち
、
観
光
客
に
最
も
人
気
が
高
い
「
休

都道府県別
観光客・県外比率
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養
で
き
る
温
泉
」
が
な
い
こ
と
、
ま
た
そ
れ
に
負
け

ず
劣
ら
ぬ
人
気
を
持
つ
「
鑑
賞
す
べ
き
自
然
・
風
景
」

に
乏
し
い
こ
と
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
温
泉
に
し

て
も
自
然
・
風
景
に
し
て
も
、
人
工
的
に
つ
く
り
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
近
隣
に
あ
る
そ
れ
ら
の

活
用
を
考
え
る
し
か
な
い
。

　
一
九
九
七
年
六
月
に
「
外
国
人
観
光
旅
客
の
来
訪

地
域
の
多
様
化
の
促
進
に
よ
る
国
際
観
光
の
振
興
に

関
す
る
法
律
」
が
公
布
、
施
行
さ
れ
た
が
、
こ
の
法

律
に
基
づ
い
て
、
優
れ
た
観
光
資
源
を
有
す
る
地
域

と
宿
泊
拠
点
と
が
ら
な
る
地
域
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

し
て
、
外
国
人
旅
行
者
が
三
泊
か
ら
五
泊
程
度
で
周

遊
で
き
る
よ
う
に
す
る
広
域
的
な
外
客
来
訪
促
進
地

域
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
ま
で
に
、
北

海
道
、
北
東
北
、
南
東
北
、
富
士
箱
根
伊
豆
、
東
海
、

北
陸
、
関
西
、
東
中
四
国
、
瀬
戸
内
、
沖
縄
の
十
地

区
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
、
最
も
早
い
時
期
に
形
成
さ
れ
た
富
士

箱
根
伊
豆
地
区
は
、
山
梨
県
東
部
、
静
岡
県
東
部
、

神
奈
川
県
中
西
部
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
包
含
さ
れ

て
い
る
市
町
村
は
、
山
梨
県
が
甲
府
市
、
富
士
吉
田

市
等
三
市
六
町
六
村
、
静
岡
県
が
下
田
市
、
熱
海
市
、

御
殿
場
市
、
富
士
宮
市
等
九
市
十
一
町
二
村
で
、
神

奈
川
県
は
湯
河
原
町
、
箱
根
町
、
小
田
原
市
、
藤
沢

市
、
鎌
倉
市
に
横
浜
市
が
加
わ
っ
た
四
市
二
町
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
二
年
間
は
、
実
態
調
査
や

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
の
作
成
が
主
体
で
あ
っ
た
が
、
今

後
は
、
具
体
的
な
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
や
外
国
人
向

け
の
交
通
機
関
・
宿
泊
施
設
・
観
光
施
設
等
の
優
待

パ
ス
導
入
の
検
討
な
ど
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
地
区
全
体
を
考
え
る
と
同
時
に
、
神
奈

川
県
内
だ
け
の
ミ
ニ
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
富
士
箱
根
伊
豆
地
区
の
市
町
村
を
見
る
と
、

ま
た
そ
の
う
ち
の
県
内
の
市
町
だ
け
を
見
て
も
、
温

泉
あ
り
、
自
然
あ
り
で
、
今
後
効
果
的
な
連
携
を
図

る
こ
と
に
成
功
す
れ
ば
、
国
内
観
光
客
に
向
け
て
も
、

現
在
最
も
人
気
の
あ
る
も
の
で
、
横
浜
に
は
欠
け
て

い
る
、
あ
る
い
は
足
り
な
い
点
が
補
え
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
最
近
の
国
内
観
光
客
に
は
や
や
人
気
が

落
ち
て
き
て
い
る
と
は
い
え
、
「
遺
跡
・
文
化
財
の

鑑
賞
」
や
「
社
寺
参
詣
」
の
場
と
し
て
の
特
性
を
持

つ
鎌
倉
が
、
こ
の
連
携
の
輪
に
参
加
し
て
い
る
の
も

心
強
い
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
反
対
方
向
に
目
を
や
る
と
、
単

一
の
施
設
と
し
て
群
を
抜
く
集
客
力
を
誇
る
東
京
デ

ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
が
、
東
京
湾
の
対
岸
・
千
葉
県
浦

安
市
に
あ
る
。
本
年
二
月
に
「
ヨ
コ
ハ
マ
未
来
地
図

づ
く
り
一
〇
〇
人
委
員
会
」
に
よ
り
、
横
浜
と
こ
の

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
を
結
ぶ
海
上
ア
ク
セ
ス
の

開
設
が
提
案
さ
れ
た
が
、
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
「
遊

園
地
・
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
」
の
雄
ま
で
も
が
、
広
く

横
浜
の
観
光
資
源
の
ひ
と
つ
と
み
な
さ
れ
得
る
よ
う

な
連
携
が
実
現
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

　
問
題
は
そ
の
具
体
化
で
あ
る
。
あ
り
か
ち
な
の
は
、

相
互
の
対
等
意
識
が
先
に
立
っ
て
連
携
の
実
質
化
か

図
ら
れ
な
い
ま
ま
、
単
な
る
共
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

留
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
下
手
を

す
る
と
観
光
客
の
選
択
を
惑
わ
せ
て
、
「
虻
蜂
と
ら

ず
」
に
終
わ
る
だ
け
に
な
る
危
険
性
が
高
い
。

　
今
港
湾
で
は
、
基
幹
航
路
の
船
舶
が
寄
港
す
る
ハ

ブ
ポ
ー
ト
と
、
そ
こ
か
ら
の
枝
線
航
路
の
船
舶
が
寄

港
す
る
フ
ィ
ー
ダ
ー
ポ
ー
ト
の
選
別
が
進
み
、
そ
れ

に
よ
り
ト
ー
タ
ル
で
の
海
運
貨
物
量
の
増
加
と
輸
送

の
効
率
化
が
追
求
さ
れ
て
い
る
が
、
観
光
に
お
い
て

も
こ
れ
を
参
考
に
、
ハ
ブ
都
市
ｌ
フ
ィ
ー
ダ
ー
都
市

特
集
・
2
1
世
紀
の
地
域
産
業
政
策
⑤
地
域
産
業
政
策
と
街
づ
く
り

と
い
う
考
え
方
を
採
り
入
れ
て
、
対
外
的
な
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
や
り
方
か
ら
域
内
の
観
光
ル
ー
ト
の
設
定

ま
で
を
考
え
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
観
光
客
に
対
す
る

訴
求
力
も
強
ま
り
、
ま
た
観
光
客
の
利
便
も
向
上
し

て
、
連
携
の
実
が
上
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
時
に
「
ハ
ブ
シ
テ
ィ
」
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
狙
え

る
最
有
力
候
補
は
、
観
光
資
源
の
量
や
観
光
客
数
な

ど
で
優
位
に
立
つ
横
浜
を
お
い
て
他
に
な
い
と
、
私

は
思
い
込
ん
で
い
る
の
だ
が
。

５
一
「
ビ
ッ
グ
イ
ヤ
ー
」
に
し
よ
う
、
二
〇
〇
二
年

　
二
〇
〇
二
年
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会

が
開
催
さ
れ
る
年
で
あ
る
。
海
外
か
ら
も
多
数
の
観

戦
客
、
観
光
客
が
や
っ
て
来
る
だ
ろ
う
。
運
輸
省
で

は
、
こ
の
機
会
に
年
間
八
百
万
人
の
訪
日
外
国
人
の

誘
致
を
目
指
す
動
き
が
出
て
い
る
が
、
こ
れ
は
過
去

最
高
を
記
録
し
た
一
九
九
九
年
の
四
、
四
三
八
千
人

（
う
ち
、
観
光
目
的
は
二
、
五
六
〇
千
人
、
五
八
％
）

の
ほ
ぼ
倍
に
あ
た
る
目
標
値
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
人
数
は
世
界
的
に
見
る
と
さ
程
多

い
も
の
で
は
な
い
の
が
現
状
で
、
一
九
九
七
年
の
外

国
人
訪
問
者
受
人
数
比
較
で
は
（
次
頁
図
－
５
）
、
ト

ッ
プ
の
フ
ラ
ン
ス
（
六
七
、
三
一
〇
千
人
）
、
第
二
位

の
米
国
（
四
七
、
七
五
〇
千
人
）
に
は
遥
か
に
及
ば

な
い
。
地
理
的
な
条
件
も
あ
っ
て
、
上
位
に
は
欧
州

諸
国
が
名
を
連
ね
る
が
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
比
較
し
て

も
、
中
国
、
香
港
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ

ー
シ
ア
が
わ
が
国
よ
り
上
位
に
お
り
、
日
本
は
第
三

十
二
位
（
四
、
二
二
〇
千
人
）
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
、
ど
の
く
ら
い
の
人
が
横
浜
を
訪
れ
て

い
る
か
。
同
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
（
「
一
九
九
九
年
版

・
観
光
白
書
」
所
収
／
次
頁
表
－
２
）
、
訪
問
率
が
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六
・
七
　
％
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
実
数
に
し
て
わ

ず
か
に
二
八
三
千
人
で
、
全
国
で
七
番
目
で
あ
る
。

ト
ッ
プ
の
東
京
が
六
二
・
六
％
で
二
、
六
四
二
千
人
、

近
隣
で
は
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
が
第
五
位
、

一
〇
・
三
％
で
四
三
五
千
人
、
箱
根
が
横
浜
に
続
い

て
五
・
六
％
、
二
三
六
千
人
で
あ
る
。

　
仮
に
、
運
輸
省
の
目
論
見
ど
お
り
、
こ
れ
が
二
〇

〇
二
年
に
倍
増
し
た
と
す
る
と
、
世
界
的
に
は
第
二

十
位
、
ア
ジ
ア
で
は
約
一
〇
、
〇
〇
〇
千
人
の
香
港

に
次
い
で
第
三
位
に
上
が
る
。
そ
の
中
で
横
浜
を
考

え
る
と
、
試
合
が
行
わ
れ
る
こ
と
、
そ
れ
も
決
勝
戦

が
含
ま
れ
る
こ
と
、
国
際
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
他
都
市
に
は
な
い
誘
因
を
持

つ
の
で
、
来
浜
す
る
外
国
人
は
と
て
も
倍
で
は
済
ま

な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
一
九
九
九
年
の
訪
日
外
国
人
の
構
成
は
、

ア
ジ
ア
か
ら
が
六
四
％
、
北
米
か
ら
が
一
九
％
、
欧

州
か
ら
が
一
三
％
、
オ
セ
ア
ニ
ア
か
ら
が
四
％
で
、

南
米
や
ア
フ
リ
カ
か
ら
は
Ｉ
％
に
も
満
た
な
い
が
、

横
浜
あ
る
い
は
日
本
で
開
催
さ
れ
る
試
合
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
構
成
は
大
き
く
異
な
っ
て

く
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

　
一
九
七
一
年
以
降
、
日
本
人
海
外
旅
行
者
数
が
訪

日
外
国
人
数
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
特
に
一
九
八
〇

年
代
後
半
か
ら
の
急
激
な
円
高
に
よ
っ
て
、
両
者
の

開
き
が
大
き
く
な
り
、
一
九
九
九
年
に
は
訪
日
外
国

人
四
、
四
三
八
千
人
に
対
し
て
、
日
本
人
海
外
旅
行

者
数
は
一
六
、
三
五
八
千
人
と
な
っ
た
。

　
円
高
と
い
う
経
済
的
な
背
景
や
、
国
際
収
支
改
善

の
た
め
の
海
外
旅
行
推
奨
と
い
う
よ
う
な
国
際
政
治

的
な
配
慮
が
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
に
よ
る
観
光
や

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
輸
送
、
製
造
、
業
務
に
至
る

ま
で
の
「
ジ
ャ
パ
ン
・
バ
ッ
シ
ン
グ
」
、
「
空
洞
化
」

に
苦
し
ん
で
き
た
流
れ
に
、
と
も
あ
れ
太
い
棹
が
さ

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
先
述
の
よ
う
に
、
横
浜
で
は
従
来
の
経
験
の
延
長

で
対
応
で
き
な
い
状
況
が
想
定
さ
れ
る
だ
け
に
、
周

到
な
準
備
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
機
会
に

打
っ
て
出
て
、
横
浜
の
観
光
を
飛
躍
さ
せ
る
「
ビ
ッ

グ
イ
ヤ
―
」
に
し
な
い
手
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

運
輸
省
が
一
九
九
四
年
に
行
っ
た
調
査
に
よ
れ

ば
、
旅
行
業
、
交
通
産
業
、
宿
泊
業
、
飲
食
産
業
、

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
産
業
、
土
産
品
産
業
、
旅
行
関

連
産
業
等
を
包
含
す
る
観
光
産
業
の
総
生
産
額
は
約

二
十
兆
円
で
、
わ
が
国
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
四
・
八
％
を
占
め
、

そ
の
波
及
効
果
は
、
生
産
波
及
効
果
が
四
八
・
三
兆

円
、
雇
用
効
果
が
四
百
十
万
人
と
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
世
界
全
体
で
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
や
雇
用
に
占

め
る
観
光
産
業
の
比
重
は
約
一
〇
％
に
も
達
し
て
い

る
（
世
界
旅
行
産
業
会
議
に
よ
る
一
九
九
一
年
の
調

査
）
と
い
う
状
況
や
、
わ
が
国
産
業
の
動
向
（
製
造
業

の
海
外
移
転
等
）
、
今
後
の
過
疎
地
域
の
経
済
開
発

に
お
け
る
役
割
な
ど
を
考
え
る
と
、
観
光
産
業
は
基

幹
産
業
と
し
て
「
二
十
一
世
紀
の
経
済
を
牽
引
す
る

よ
う
期
待
さ
れ
」
（
一
九
九
五
年
六
月
、
観
光
政
策

審
議
会
答
申
）
て
い
る
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
最
近
で
は
「
集
客
」
と
い
う
観
点
か
ら

分
離
し
難
い
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
産
業
、
広
告
代
理
業
、

情
報
サ
ー
ビ
ス
業
等
々
を
加
え
た
「
ビ
ジ
タ
ー
ズ
・

(1996年)図―5　国別外国人受入数イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
」
と
い
う
概
念
で
、
関
連
す
る
産

業
群
や
地
域
の
振
興
を
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
動
き

が
強
ま
っ
て
い
る
。
経
済
局
で
も
本
年
度
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
観
光
産
業
や
ビ
ジ

タ
ー
ズ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
が
、
横
浜
に
お
い
て
も

真
に
期
待
さ
れ
る
も
の
に
な
り
、
今
後
の
本
市
経
済

の
牽
引
役
と
な
っ
て
い
く
よ
う
、
考
察
と
日
常
の
取

組
の
強
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
Λ
経
済
局
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
課
長
Ｖ

表－2　訪日外国人の訪問地訪問率（1997年）
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